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高等部 ２年 生活単元学習 学習指導案 

日 時：平成２９年１２月１３日（水）  

    ２、３校時（１０：００〜１１：２０） 

場 所：高等部２年教室  

指導者：諏訪由樹（Ｔ１） 小野寺藍（Ｔ２）  

    佐藤真理（Ｔ３） 武田元春（Ｔ４）  

    小嶋聖 （Ｔ５） 福士恵美子（Ｔ６） 

 

１ 単元名  「ベジタブルすくすくプロジェクト 比内とりの市編①  

～目指せ！お客様満足度アップ！！～」  

 

２ 単元の目標 

知・技  
・調理や制作活動の中で、自分の担う役割が分かり、やり方を覚えて自分

の役割を果たす。  

思判表  
・お客様に満足していただけるように友達とアイディアを出し合った

り、効率よく活動するためにやり方を工夫したりする。  

主体的  
・リーダーを中心としたグループ活動で調理や制作に取り組み、お互

いに助け合いながら活動する。  

 

３ 生徒と単元  

本学年は男子１１名、女子７名の計１８名で構成されている。周囲の様子を見て友達を

気遣える生徒がいる反面、気持ちの安定を必要とする生徒、集団行動を苦手とする生徒も

おり実態は多様である。今年度は、本場大館きりたんぽまつりでの販売に向けて、外部専

門家の指導を受けながらカレーたんぽを改良したり、PR 活動に取り組んだりした。その中

で友達との意見交換やグループで活動する経験を積み重ね、自分の意見を述べたり、友達

と協力したりする姿が見られるようになってきた。自分の意見を押し通してしまったり、

意欲を持続できず投げ出したりするなどの課題もあるが、自分たちで課題を見付け解決す

る過程で、友達の良さや頑張りを認められるようになってきている。  

本単元は、「目指せ!お客様満足度アップ!!」を合い言葉に、本場大館きりたんぽまつり以

上にお客様に満足してもらうことを目標とし、比内とりの市での販売活動に向けて取り組

む単元である。「お客様に満足してもらいたい」という思いから新商品の開発とおもてなし

グッズの制作、ゆるキャラの衣装作りの三つの活動に取り組み、次単元の校内外での PR

活動につなげていく。グループ別の取組は、生徒が最後まで自分の役割を果たしたり、自

信をもって考えを述べたり、生徒同士の関わりがさらに広がると考える。また、定期的に

意見交換会を設け、他の班から意見をもらい改善していく中で、生徒たちが自ら考えたり、

友達の意見を受け入れたりして試行錯誤しながら課題解決する姿が期待できると考え、単

元を設定した。  

指導に当たって「主体的・対話的で深い学び」が実現するよう以下の点に留意する。  

・生徒が役割を意識し、責任をもって果たせるように、生徒同士で役割を共有して繰り

返し一緒に活動したり、活動と活動をつなげて連帯感を感じられるようにしたりする。 

・生徒同士で課題を見付け、課題解決するために意見を出し合いながら話し合いを進め

られるように、安心して発言できるグループ編成にしたり、話形を記したシートを準

備したりする。  

・生徒同士が自然に関わり合いながら活動できるように、動線や環境に配慮したり、教

師もメンバーの一員としてグループで活動し、生徒同士をつなぐ役割を担ったりする。 
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４ 指導計画（総時数３０時間）   

小単元名  小単元の目標  
学び方  

主な活動内容  時数  
主  対  深  

（１）きりたんぽ

まつりを振

り返ろう  
思判表  

・きりたんぽまつり  

の反省から改善点

を見い出して意見

を交換する。  
○  ○   

・きりたんぽま

つりの反省を

まとめる（掲

示作り） 

・活動グループ

分け 

 

３時間  

主体的  

・友達と協力してき  

りたんぽまつりの  

活動をまとめる。

（掲示）  

（２）開発・制作

に 取 り 組

もう  
知・技  

・調理や制作の手順  

を覚え自分の役割  

を果たす。  

○  ○  ○  

・新メニューの

開発 

・おもてなしグ

ッズの制作 

・ゆるキャラの

衣装作り 

・意見交換会① 

18 時間 

(本時 

15,16/ 

18) 

主体的  

・リーダーを中心に  

友達と協力して制

作や調理に取り組

む。  

○  ○  ○  

・新シフォンケ

ーキ作り 

・おもてなしグ

ッズ 

・ゆるキャラの

衣装作り 

※ 意 見交 換 会

① を 受 け て

改善する。 

・意見交換会② 

思判表  

・意見交換会で自分  

の意見を発表した  

り、提案された意  

見をもとに工夫で  

きるところを班の  

メンバーと相談し  

たりする。  

（３）校内試食会

を開こう  

 

思判表  

･比内とりの市に向  

けて、効率のよい  

提供の仕方やお客  

様に喜んでもらえ  

る接客態度を考え

て販売活動を行  

う。  

○    

【事前準備】 

・接客練習 

・ちらし作り 

・PR 活動の練習 

【校内試食会】 

・シフォンケー

キの提供 

・販売活動の PR 

・接客 

７時間  

 

 

主体的  

・友達と協力しなが  

ら自分の役割を果

たし、販売活動を

行う。  

（４）校内試食会

を振り返ろ

う  
思判表  

・効率のよい提供方  

法や接客での改善  

点に気付き、意見  

を出し合う。  
○  ○  ○  

・校内試食会の

振り返り 

・とりの市に向

け た 地 域 で

の PR 方法や

活 動 に つ い

て の 話 し 合

い 

２時間  

主体的  

・販売での感想や気  

付いたことを発表

する。  
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５ 本時の計画 

（１） 本時の目標 

思判表 
・意見交換会で出た意見をグループの中で確認し、改善する部分を意識して制作や調

理に取り組む。  

主体的 
・グループ内での役割や目標を確認して調理や制作に取り組み、友達と協力しながら

自分の役割を果たす。  

 

（２）学習過程 

時間 学習活動 手立てと配慮点 評価の観点 

10:00 

 

10:02 

 

 

 

 

１ 始めの会をする。 

・あいさつ 

・本時の予定 

 ・各グループの目標発

表 

 ・連絡 

 ・活動場所へ移動 

・生徒が始めの会を進行できるよ 

うに司会カードを用意する。 

・ファイルを活用し、活動内容や

目標を班ごとに掲示する。 

・活動に見通しがもてるように、

学習予定表を提示し、簡潔に説

明する。        Ｔ１ 

・活動内容や目標を

確認し、本時の活

動に見通しをもつ

ことができたか。 

10:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ グループ別活動を 

する。 

①シフォンケーキ作り  

（生地作りから焼き） 

②ゆるキャラ衣装作り 

（ベスト、マフラーの

仕上げと試着） 

 ③おもてなしグッズ作り  

 （着替えボックスの組立） 

・役割確認 

・制作、調理 

・清掃 

・班ミーティング 

（進捗、仕上がり、

次回の目標確認） 

・教室へ移動 

 

 

 

・生徒同士で進行できるように、

ミーティング進行カードを用意

する。 

・各班のＴはリーダーの生徒がグ

ループの進行をできるよう適宜

言葉掛けや支援をする。 

Ｔ２（①）Ｔ３（②）Ｔ４（③） 

・Ｔ１は全グループの進行状況を

確認したり活動が滞っている場

合には一緒に活動したりする。 

・Ｌ・Ｐが友達と一緒に活動でき

るように、繰り返しのある活動

を準備し、友達とやりとりする

機会を設定する。また、安心し

て活動できるよう教師が側で見

守り、気持ちが不安定になった

ときには休憩を取る。 

Ｔ５（Ｐ）Ｔ６（Ｌ） 

・報告会で班ごとに発表できるよ

うに、本時の進捗状況や次時の

目標を班ごとに確認する。 

・自分の役割や目標

が分かり、活動に

向かうことができ

たか。 

 

・友達と協力して役

割を果たし、班の

目標を達成するこ

とができたか。 

 

・友達とのやりとり

を通してアイディ

アを出し合ったり

効率のよいやり方

を考えたりして制

作や調理をするこ

とができたか。 

 

11:05 

 

 

 

 

11:18 

３ 活動報告会をする。 

・各グループの活動報

告 

・今後の学習予定 

・連絡 

・あいさつ 

・生徒が報告会の進行ができるよ

うに進行カードを用意する。 

・各班の活動が他の班にも分かり

一体感が生まれるように、報告

会の中で活動の紹介や質疑応答

の場面を設ける。 

・報告会での発表を

聞き、友達の頑張

りを認めたり次回

の目標を意識した

りして活動意欲を

高めたか。 

（３）本時の評価 

 生徒側：グループの意見や改善点を意識して制作や調理に取り組めていたか。 

一人一人が自分の役割が分かり、友達と関わりながら活動できていたか。 

 教師側：生徒同士をつなぐ言葉掛けや考えさせる発問などの支援は適切だったか。 

生徒主体で活動を進めるための環境設定や補助具等は有効だったか。 
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（４）環境設定について    

〈導入・まとめ 高２教室〉       〈ベジすく制作 DIY 班 高１－２教室〉 

       黒板 

                             Ｇ  Ｈ 

                                     

                                    

                                   

  

                                               

                   

 

                                 

                         場合によってカーテンで仕切る 

 

 

 

  

Ｋ     Ｌ   

 

 

 

 

 

〈ゆるキャラ（しわぁん）班 高２教室〉    〈ベジすく調理班 調理室〉 

 

 

 

 

                Ｏ  

 

                 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

                         ホワイトボード  

   

   

  

生徒が考えを

もち寄りなが

ら制作に取り

組めるように

生徒をつなぐ

役割をする。  

箸袋の仕上げをしながらＬ
の活動の様子を見守る。Ｌ
の気持ちが不安定になった
場合にはカーテンで仕切っ
てクールダウンする。  
 

Ｄが一人で車椅子を操作
して活動できるように動
線を確保する。  
 

Ｐ 

Ｔ５ 

Ｔ３ 

Ｎ 

生徒と一緒に活動しなが
らＰの様子を見守る。Ｐの
状態に合わせて活動量や
内容を調整する。  
状況に応じて適宜退出し、
生徒同士が関われる場面
を設定する。  

Ｑ 

T1 

机を廊下に出し、椅子

だけにする。生徒はグ

ループごとにまとまっ

て座る。  
T6 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

出
入
り
口 

出
入
り
口 

出
入
り
口 

T4 

Ｔ２ 
Ｒ 

Ｍ 

Ｊ Ｉ 

Ａ 

Ｃ 

Ｅ Ｆ 

Ｂ 

Ｑが活動について不安に
なったときには話を聞い
たり気持ちに寄り添った
言葉掛けしたりする。  

Ｄ 


